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泰
奈
子
拳

東
日
本
人
貨
災
に
よ
り
壊
滅
状
態

に
な

っ
た
釜
石
市

の
鵜
住
居
地
区
に
て

被
災
し
た
芸
能
同
体
の
発
表
の
場

を
４
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
市
内
各
所
の
仮
設
住
宅
に
離
れ

ば
な
れ
に
な

つ
た
地
区
■
民

の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
，
建

し
た
い
。
こ
う
し
た
思

い
か
ら
企
画
さ
れ
、
発
声
者

の
名

前
を
と

っ
て
２
０
１
３
年

２
月
２４
日
に
箱
崎
町
白
浜
に

で
開
催
さ
れ
た
「
奈
奈
■
祭
～
郷
土
芸
能
で
，
興
サ
ポ
ー

ト
ー
～
」
は
、
各
方
面
に
反
響
を
呼
び
、
２
０
１
３
年

７

月
２７
日
に
釜
石
市
根
浜
の
〓
来
館
に
て
「
奈
余
子
祭
～
夏

の
陣
～
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
「
余

奈
子
祭
～
冬
の
陣
～
」
は
そ
の
越
旨
を

一
層
発
展
さ
せ
な

が
ら
、
初
め
て
釜
石
市
外
に
出
ま
す
。
震
災
で
大
き
な
被

告
を
受
け
て
最
近
よ
う
や
く
復
活
し
た
大
泄
町
浪
板

の

三
陸
花
ホ
テ
ル
は
ま
ざ
く
を
舞
台
と
し
て
、
地
域
の
方
々

は
も
と
よ
り
観
光
客
に
も
参
加
し
て
も
ら
う
と

い
う
新

し
い
環
境
の
中
で
、
郷
土
芸
能
を
通
し
た
三
陛
沿
片
部
の

持
航
的
な
復
興
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。
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最高峰の和大■■ lJと

して F楽 の可能性 を

“限まで迫求する.グ ロー

バルに活躍 しつつも 新

しい地求文化を探る国

際よ lj●‐「アース セレ
ブレーションJの 間tな
ど 拠点を■渡から移さ

ないというブレない′

ンが ローカルを■丼す

る奈奈子祭の■,へ と
つながる.

小学生が 七11神 に,し
て 1瞑 々に踊る ll.子 が

'らしい.昭 和 28年 に始

まった.束 日本人●災に

よって世大な被告を受

けたが 「七●神を踊 り

つづけ ずっと家族のよ

うなllを 続けていきた

いのです。Jと いう。

日本のイ,■ の●ま114

■,そ のたかしい肩書き

す ら余 .lな ものと思え

るほど ll体の限界を突

き,け たところか ら立

ち上がる圧倒的な表現

は lL式 の ■信口 を
見事に形業化している.

F指 定重要 11形 民俗文

化則 ユネスコ|〔形文イし

■F.

団体.東 日本人ヽ人に

よって一切を失ったが

復■を
=,す
るフロン

トランナーとして人々

を力強く式ヽしてきた.

今年 9月 1日 完全復市

i言 .

鵜

"神
社の権■様を本

■ し ,冬 L ttl」 岸を
巡行するスーバー廻 り

イ

“

栞.烈 しさと繊細さが

機 0な す 信
`)と

丼の融

合のl■襲.メ ンバーは普

flヽ 田野
'日

ヽ出■・ が

中心だが 中iた に_‐石市

口1ン の普とが入 つ 市気
づく.岩 手県指t,(ll民

俗文イしは 国選択無形ヽ

俗文イヒ財.

約100年 前に■馬 |‖身の

“

丼 りによって伝えら

れたという.全国||に 有

名な人木

“

に茉せて 左

右に ltを ■ らす延快な

ステップ 番傘を川i芸 1,

に凛るテクニックは必

見.オ い世rヽに

'倒
的な

人気を誇る.
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承肛を拠点として 地域

の民俗芸能復興の中心
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に用いるカナガラの原
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